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本
書
は
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
中
世
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
あ
る
い

は
普
遍
的
な
理
想
国
家
を
意
味
し
た
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
意
識
が
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
の

た
め
の
政
治
参
加
の
意
識
（
＝
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
）
へ
と

形
成
・
発
展
・
急
進
化
し
て
い
く
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
、

歴
史
的
文
脈
を
重
視
し
な
が
ら
同
時
代
に
出
版
さ
れ
た
多
様
な
テ
ク

ス
ト
の
言
説
分
析
を
行
い
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
概
念
・
言
語

を
諸
々
の
社
会
の
中
で
検
証
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
全
体
を
描
き

出
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
示
す
。

　
序
章
で
は
、
Ｍ
・
ペ
ル
ト
ネ
ン
著C

lassical H
um

anism
 

and R
epublicanism

 in E
nglish Political Thought, 1570-

1640, C
am

bridge unir. press, 1995

（
以
下
『
古
典
的
人
文
主

義
』）、
Ｐ
・
コ
リ
ン
ソ
ン
の
「
君
主
政
共
和
国
」
に
関
す
る
論
文
、

論
文
集
『
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
政
共
和
国
』
を
中
心
に

先
行
研
究
を
簡
潔
に
整
理
し
、
先
行
研
究
の
問
題
点
を
以
下
三
点
挙

げ
る
。
①
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
偏
重
の
故
の
（
普
遍
的
な
理
想

国
家
に
お
け
る
「
活
動
的
市
民
」
と
い
っ
た
）
抽
象
的
な
道
徳
論
へ

の
傾
向
、
②
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
宮
廷
外
の
政
治
的
領
域
に
関
す
る
考

察
の
不
足
、
③
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
「
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
極

度
の
単
純
化
で
あ
る
（
七
―
八
頁
）。
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
対
し
て
、

本
書
は
以
下
の
構
成
を
用
い
て
克
服
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
時
代
背
景
に
つ

い
て
概
観
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識

の
思
想
的
要
素
と
し
て
、
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
政
治
的
言
説
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
期
に
お
け
る

政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
に
つ
い
て
、
形
成
（
前
期
：
一
五
五
八

―
七
〇
年
頃
）、発
展（
中
期
：
一
五
七
〇
、八
〇
年
代
）、急
進
化（
後
期
：

一
五
九
〇
年
頃
―
一
六
〇
三
年
）
と
三
段
階
に
分
け
考
察
し
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、『
説
教
集
』、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ュ
ウ
ェ
ル
『
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
国
教
会
の
弁
明
』、『
為
政
者
の
鑑
』
の
作
品
に
王
権
・
国
教
会

に
対
す
る
臣
民
の
服
従
を
促
す
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
が
見
出
さ
れ
る

こ
と
を
示
し
た
。
一
方
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
及
び
ト
マ
ス
・
ス

書
　
評

山
根
明
大 
著

『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
政
治
思
想
史
―
エ
リ
ザ
ベ

ス
一
世
期
の
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
』

（
立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）

小
林
　
麻
衣
子
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ミ
ス
の
言
説
か
ら
宮
廷
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
文
主
義
者
に
政
治
的

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
分
析
し
、
彼
ら
が
議

会
を
通
し
た
臣
民
の
政
治
参
加
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
と
し
た
。

　
第
四
章
で
は
、
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
が
、
議
会
（
下
院
議

員
ピ
ー
タ
・
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
の
議
会
演
説
、ジ
ョ
ン
・
フ
ッ
カ
ー『
議

事
規
則
と
慣
行
』）、
地
方
都
市
（
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ス
ト
ン
『
社
会
の

保
全
』）、「
公
共
圏
」（
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
ッ
ブ
ズ
『
亡
国
論
』）
と
い

う
宮
廷
外
の
政
治
的
領
域
へ
普
及
・
拡
大
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
が
見
ら
れ
た
空
間
で

は
な
く
、
意
識
の
中
身
そ
の
も
の
が
考
察
対
象
と
な
り
、
宮
廷
と
関

係
の
強
い
タ
キ
ト
ゥ
ス
主
義
者
（
エ
セ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ク
ル
、
ジ
ョ

ン
・
ヘ
イ
ワ
ー
ド
『
ヘ
ン
リ
四
世
史
』、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン

『
ベ
イ
コ
ン
の
弁
明
』）、
宮
廷
外
の
政
治
的
領
域
に
い
る
コ
モ
ン
・

ロ
ー
ヤ
ー
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ル
ベ
ッ
ク
『
法
学
研
究
の
た
め
の
心

得
あ
る
い
は
準
備
』）、
宮
廷
外
の
政
治
的
領
域
に
い
る
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
（「
マ
ー
プ
レ
リ
ト
書
簡
」）
の
史
料
を
も
と
に
、
王
権
あ
る
い
は

国
教
会
に
対
す
る
権
力
批
判
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
政
治
的

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
が
急
進
化
し
た
と
結
論
づ
け
る
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
先
行
研
究
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
、
多
様
な
一
次

史
料
が
作
者
の
経
歴
等
の
説
明
と
と
も
に
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置

付
け
ら
れ
概
ね
丁
寧
に
分
析
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
全
体
的
に
簡

潔
な
論
述
に
よ
り
、
著
者
の
主
張
や
論
理
展
開
が
明
瞭
で
あ
る
。
本

書
の
論
旨
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
政
治
的
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
意
識
は
時
系
列
に
形
成
さ
れ
、
国
レ
ベ
ル
か
ら
地
方
都
市
や
公

共
圏
な
ど
多
様
な
歴
史
的
空
間
の
中
へ
と
社
会
的
に
拡
大
し
て
発
展

し
、
そ
の
意
識
の
中
身
が
王
権
あ
る
い
は
国
教
会
と
い
う
権
力
批
判

と
結
び
つ
き
急
進
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
特
徴
で
あ
る

こ
う
し
た
簡
潔
な
整
理
方
法
が
逆
に
論
証
の
幅
を
狭
め
て
お
り
、
こ

の
点
が
本
書
の
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

　
こ
こ
で
は
著
者
が
挙
げ
た
先
行
研
究
の
問
題
点
三
点
に
対
し
、
そ

の
整
理
方
法
の
適
切
性
含
め
て
本
書
が
試
み
た
論
証
の
あ
り
方
に
つ

い
て
評
す
る
。

　
問
題
点
①
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
偏
重
の
故
の
（
普
遍
的
な
理

想
国
家
に
お
け
る
「
活
動
的
市
民
」
と
い
っ
た
）
抽
象
的
な
道
徳
論

へ
の
傾
向
に
つ
い
て
、
本
書
は
コ
リ
ン
ソ
ン
及
び
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
研

究
に
対
す
る
問
題
点
と
し
て
指
摘
す
る
。
同
様
に
、
問
題
点
②
エ
リ

ザ
ベ
ス
期
の
宮
廷
外
の
政
治
的
領
域
に
関
す
る
考
察
の
不
足
に
つ
い

て
も
、
本
書
は
宮
廷
と
そ
の
外
部
を
区
別
し
た
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
研
究

を
評
価
す
る
一
方
、
同
書
が
「
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
偏
っ
て
お

り
、
必
ず
し
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
「
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
明

し
た
と
は
言
え
な
い
」（
七
頁
）
と
批
判
す
る
。
確
か
に
、
著
者
が

指
摘
す
る
通
り
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
『
古
典
的
人
文
主
義
』
は
本
書
よ

り
も
長
い
時
間
空
間
を
扱
っ
て
お
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
つ
い
て
は
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一
つ
の
章
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
評
者
に
は
本
書
が
ペ
ル
ト
ネ
ン

の
研
究
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
映
り
、
本
書
は
①
及
び
②
の

問
題
点
を
十
分
克
服
で
き
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　
本
書
第
四
章
は
、
著
者
の
言
う
宮
廷
外
の
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
箇
所
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
書
同
章
第
一

節
は
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
先
行
研
究
よ
り
も
、
下
院
議
員
（
ピ
ー
タ
・

ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
）
の
言
説
を
歴
史
的
文
脈

に
位
置
付
け
て
よ
り
丁
寧
に
分
析
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ペ

ル
ト
ネ
ン
の
『
古
典
的
人
文
主
義
』
は
、
本
書
が
触
れ
て
い
な
い
他

の
史
料
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
議
論
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
こ
と
を
付

言
し
て
お
く
。

　
特
に
、
本
書
が
ペ
ル
ト
ネ
ン
研
究
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
の

は
同
章
第
二
節
で
あ
る
。
本
書
が
「
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
語

彙
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
都
市
と
い
う
政
治
的
共
同
体
に

お
け
る
「
市
民
」
的
価
値
を
推
奨
し
な
が
ら
、
自
治
都
市
が
独
自

の
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
を
形
成
す
る
過
程
に
つ
い
て
詳
述
し
た
著

作
」（
一
七
一
頁
）
と
指
摘
し
て
バ
ー
ス
ト
ン
の
史
料
を
用
い
て
い

る
よ
う
に
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
も
ま
さ
に
同
様
な
点
を
『
古
典
的
人
文
主

義
』
の
中
で
記
し
バ
ー
ス
ト
ン
の
史
料
を
用
い
て
い
る
。
し
か
も
本

書
（
一
七
一
―
一
八
二
頁
）
と
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
『
古
典
的
人
文
主
義
』

（pp.59-72

）
は
、
バ
ー
ス
ト
ン
の
史
料
の
引
用
含
め
て
論
述
方
法

及
び
注
記
が
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
節
で
用
い
て
い
る
ジ
ョ

ン
・
ス
ト
ッ
ク
ウ
ッ
ド
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ル
カ
ス
タ
ー
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ケ
ン
プ
の
史
料
（
一
七
七
―
八
頁
）
も
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
他
の

論
文
（
論
文
集
『
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
政
共
和
国
』
所

収
、pp.109-112

）
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
問

題
点
①
抽
象
的
な
道
徳
論
の
傾
向
及
び
②
宮
廷
外
の
政
治
的
領
域
に

関
す
る
考
察
の
不
足
に
つ
い
て
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
に
よ
る
先
行
研
究
を

批
判
し
論
証
を
試
み
て
い
る
本
書
の
論
述
方
法
は
、
批
判
さ
れ
て
い

る
先
行
研
究
の
論
述
方
法
と
重
な
る
部
分
が
多
く
、
著
者
が
指
摘
す

る
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
適
切
で
は
な
く
、
本
書
は
そ
の
問
題
点
を
克

服
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
著
者
が
こ
う
し
た
問
題
点
を
指
摘
し
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く

本
書
が
第
四
章
第
三
節
で
丁
寧
に
論
じ
て
い
る
ス
タ
ッ
ブ
ズ
の
政

治
的
活
動
に
見
ら
れ
る
「
公
共
圏
」
に
つ
い
て
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
が

一
九
九
五
年
出
版
の
『
古
典
的
人
文
主
義
』
で
言
及
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
が
こ
の
時
点
で

「
公
共
圏
」
の
議
論
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
批
判
と
し

て
適
切
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
著
者
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

ス
タ
ッ
ブ
ス
著
『
亡
国
論
』
の
「
公
共
圏
」
に
関
す
る
議
論
は
、
ペ

ル
ト
ネ
ン
の
研
究
書
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
約
十
年
後
に
出
た
Ｎ
・
ミ

ア
ズ
の
一
連
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た

ペ
ル
ト
ネ
ン
の
論
文
（
論
文
集
『
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主

政
共
和
国
』
所
収
）
に
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
「
公
共
圏
」
に
お
け
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る
政
治
的
意
識
と
し
て
ミ
ア
ズ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
む
し
ろ
、
本
書
が
政
治
的
意
識
の
実

践
と
い
う
こ
の
ミ
ア
ズ
の
新
た
な
研
究
動
向
に
つ
い
て
、
第
三
節
冒

頭
（
一
八
五
―
六
頁
）
で
指
摘
す
る
に
止
ま
り
、
序
章
の
先
行
研
究

の
整
理
の
箇
所
で
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
本
節
の
論
述
方
法
は
、
ミ
ア
ズ
の
研
究
成
果
の
そ
れ
と
重
な
る

部
分
が
多
い
点
も
付
言
し
て
お
く
。

　
こ
の
先
行
研
究
の
整
理
と
関
連
し
て
、
全
般
的
に
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ

ズ
ム
の
先
行
研
究
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
い

え
る
。
本
書
は
、
豊
富
な
二
次
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
も
重
要
な
先

行
研
究
に
つ
い
て
注
記
に
止
ま
っ
て
い
る（
一
八
頁
、注
三
一
）。従
っ

て
、
本
書
の
特
徴
で
あ
る
先
行
研
究
の
簡
潔
な
整
理
が
、
議
論
の
幅

を
か
え
っ
て
狭
め
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
先
行
研
究
の

整
理
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
方
・
都
市
レ
ベ
ル
で

の
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
社
会
的
広
が
り
に
つ
い
てPhil 
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も
加
え
る
と
、
先
行
研
究
に
対
す
る
本
書
の

位
置
付
け
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
議
論
の
幅
が
広
が
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
問
題
点
③
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
「
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
極
度
の

単
純
化
に
つ
い
て
、
本
書
は
論
文
集
『
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
君
主
政
共
和
国
』
を
取
り
上
げ
、「
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
宮
廷
外
の

政
治
的
領
域
に
関
す
る
考
察
が
未
だ
に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
露

呈
し
」、
他
の
先
行
研
究
含
め
て
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
「
リ
パ
ブ
リ

カ
ニ
ズ
ム
」
を
極
度
に
単
純
化
」（
七
頁
）
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。

こ
こ
で
著
者
は
政
治
的
領
域
及
び
思
潮
の
単
純
化
と
い
う
二
つ
の
側

面
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
の
言
う
こ
の
解
釈
が
適
切
で

あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

　
政
治
的
領
域
の
単
純
化
に
つ
い
て
、
確
か
に
、
本
書
七
頁
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
論
文
集
の
最
後
に
寄
稿
し
た
コ
リ
ン
ソ
ン
自

身
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
都
市
に
関
し
て
十
分
な
考
察
を
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
を
認
め
、
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
論
文
集
に
も
「
都
市

と
い
う
次
元
」
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
書
い
て
い
る
（
論
文
集
、

pp.257-8

）。
そ
れ
に
対
し
論
文
集
の
編
者
は
、
二
つ
の
論
文
が
「
都

市
次
元
」
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
か
っ
た
と
言
及
し
て
い
る
（
論
文
集
、p.10

）。
こ
こ
で
編
者

が
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
コ
リ
ン
ソ
ン
が
言
う
よ
う
に
地
方
の
視

点
が
論
文
集
に
無
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
都
市
次
元
」
の
テ
ー
マ

を
扱
う
論
文
数
が
少
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
評
者
は
理
解
し

た
。
実
際
、
論
文
集
の
中
の
一
つ
の
論
文
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
見
ら

れ
た
二
つ
の
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム
（
国
、
都
市
次
元
）
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
論
文
は
、
著
者
が
ペ
ル
ト
ネ
ン
の
研
究

に
対
し
て
指
摘
し
た
批
判
、
す
な
わ
ち
宮
廷
と
宮
廷
外
の
政
治
的
領
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史
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巻
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域
を
無
関
係
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
点
（
八
頁
）
に
つ
い
て
克
服
し

よ
う
と
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
が

挙
げ
た
問
題
点
②
に
関
連
す
る
宮
廷
外
の
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
、
ペ
ル
ト
ネ
ン
が
こ
の
論
文
集
に
寄
稿
し
た
論
文
と
本
書
第
四

章
は
史
料
の
引
用
含
め
論
述
方
法
の
点
で
重
な
る
部
分
が
多
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
論
文
集
に
は
本
書
の
論
旨
と
共
有
可
能
な
内
容
を

含
む
論
文
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
論
文
集
に
は
、
本
書
第

五
章
（
二
五
九
頁
）
で
言
及
し
て
い
る
ホ
イ
ッ
ト
ギ
フ
ト
と
カ
ー
ト

ラ
イ
ト
論
争
に
つ
い
て
考
察
し
、
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
考

察
し
た
論
文
も
あ
る
。
ま
た
、『
為
政
者
の
鑑
』
に
抵
抗
権
の
解
釈

を
見
出
し
た
論
文
も
あ
り
、
本
書
第
五
章
で
扱
っ
て
い
る
政
治
的
意

識
の
急
進
化
と
共
有
で
き
る
王
権
批
判
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
評
者
に
は
、
こ
の
論
文
集
は
本
書
の
論
旨
と
か

な
り
の
程
度
親
和
性
が
見
出
せ
る
と
映
り
、
先
行
研
究
が
政
治
的
領

域
を
単
純
化
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
し
、
本
書
が
そ

の
点
を
十
分
克
服
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

　
次
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
「
リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
思

潮
の
単
純
化
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
こ
の
点
を
批
判
し
た
著
者
は
、

政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
形
成
（
一
五
五
八
―
七
〇
年
頃
）、

発
展
（
一
五
七
〇
、八
〇
年
代
）、
急
進
化
（
一
五
九
〇
年
頃
―

一
六
〇
三
年
）
と
い
う
三
つ
の
時
代
区
分
に
分
け
て
一
見
、
非
均
質

的
に
解
釈
し
論
述
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
時
代
区
分
内
の
設
定
は

著
者
の
独
創
的
な
点
で
あ
り
、
本
書
の
論
述
は
明
快
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
に
関
し
て
主
に
二
点
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
、
本
書
が

言
う
三
段
階
の
時
代
区
分
の
よ
う
に
、
意
識
の
展
開
を
明
確
に
区
別

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
本
書
各
章
各
節
が
考
察

し
て
い
る
意
識
の
事
例
に
つ
い
て
「
極
度
に
単
純
化
・
均
質
化
」
さ

れ
て
い
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　
第
三
章
で
宮
廷
内
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
文
主
義
者
の
政
治
的
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
意
識
の
形
成
に
つ
い
て
論
証
す
る
際
、
用
い
ら
れ
て
い
る

ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
の
作
品
（
と
見
な
さ
れ
て
い
る
）『
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
王
国
の
繁
栄
に
つ
い
て
の
一
論
』
は
、
一
五
四
九
年
頃
書
か
れ
た

と
推
定
さ
れ
て
お
り
（
一
二
一
頁
）、
一
五
五
八
―
七
〇
年
頃
の
時

代
区
分
の
中
で
論
じ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
著
者
は
、貨
幣
、

囲
い
込
み
、
物
価
に
つ
い
て
の
現
実
的
な
政
治
的
諸
問
題
に
つ
い
て

取
り
組
ん
だ
こ
の
作
品
は
「
ス
ミ
ス
の
政
治
思
想
の
根
幹
を
成
し
て

い
る
」（
一
四
四
頁
、注
九
一
）
と
し
て
形
成
期
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
の
こ
の
作
品
は
、
著
者
が
言
う
政
治
的
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
意
識
が
む
し
ろ
一
五
五
八
年
以
前
、
す
な
わ
ち
一
五
四
〇
年
代

か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
も
、
こ
の
作
品
の
重
要
な
点
は
、
言
説
を
文
字
通
り
に
解

釈
す
れ
ば
、
宮
廷
関
係
者
で
は
な
く
議
員
と
い
う
視
点
、
す
な
わ
ち

宮
廷
外
の
議
会
に
身
を
置
く
人
物
と
い
う
視
点
（
議
会
と
い
う
政
治

的
領
域
と
い
う
意
味
で
本
書
第
四
章
に
該
当
）か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
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著
『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
政
治
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想
史
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エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
期
の
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
』（
小
林
）

従
っ
て
、
こ
の
作
品
は
、
一
五
四
〇
年
代
に
宮
廷
外
と
い
う
立
場
か

ら
政
治
的
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
様
な
点
は
、
本
書
が
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
発
展
期
に

お
い
て
扱
っ
て
い
る
下
院
議
員
ピ
ー
タ
・
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
に
よ
る

一
五
七
六
年
の
議
会
演
説
に
出
て
く
る
「
言
論
の
自
由
」
に
着
目
し

た
議
論
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
の
演
説
は
、
議
会
に
お
け
る
エ
リ
ザ

ベ
ス
に
対
す
る
批
判
（
王
権
批
判
）
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
の
こ
の
演
説
は
、
著
者

の
言
う
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
急
進
化
（
一
五
九
〇
年
頃
―

一
六
〇
三
年
）
に
見
ら
れ
た
王
権
批
判
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
の
言
説
を
考
慮
す
る
と
、
一
五
八
〇

年
代
か
ら
既
に
王
権
批
判
が
み
ら
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
か
、
そ
う
で

な
い
と
す
る
と
一
五
八
〇
年
代
の
王
権
批
判
と
急
進
化
の
時
期
の
王

権
批
判
と
の
異
な
る
点
を
丁
寧
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
著
者
の
言
う
三
段
階
解
釈
に
は
他
に
も
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、

本
書
は
一
五
九
〇
年
頃
～
一
六
〇
三
年
の
政
治
的
意
識
の
急
進
化
の

事
例
と
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
「
マ
ー
プ
レ
リ
ト
書
簡
」
言

説
を
分
析
し
て
い
る
が
、
本
書
二
五
九
頁
で
言
及
し
て
い
る
よ
う
に

一
五
七
〇
・
八
〇
年
代
の
グ
リ
ン
ダ
ル
及
び
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
の
言
説

は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
る
と
、

彼
ら
の
言
説
を
取
り
上
げ
る
と
す
る
と
、
時
代
区
分
で
は
第
四
章
の

発
展
期
に
該
当
す
る
が
、
内
容
的
に
は
急
進
化
の
時
期
に
該
当
す
る

の
か
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
論
に
つ
い

て
書
い
て
あ
る
ト
マ
ス
・
フ
ロ
イ
ド
『
完
全
な
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
』

（
一
六
〇
〇
年
）
は
、
著
者
の
言
う
急
進
化
の
時
代
区
分
の
中
で
ど

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
書
は
政
治
的
意

識
の
急
進
化
の
事
例
と
し
て
王
権
批
判
を
し
た
演
劇
を
挙
げ
て
い
る

が
、（
宮
廷
内
）
演
劇
と
一
五
八
〇
年
代
の
「
公
共
圏
」
と
の
関
連

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
本
書
が
掲
げ
た
先
行
研
究
の
問
題
点
に
対
す
る
本
書
の
論

述
方
法
に
つ
い
て
評
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
治
的
意
識
の
展
開
を

時
系
列
に
沿
っ
て
区
分
し
解
釈
す
る
と
、
扱
う
史
料
を
広
げ
る
際
に

よ
り
丁
寧
に
論
証
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

　
本
書
は
、
先
行
研
究
の
整
理
の
仕
方
に
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
限

ら
れ
た
史
料
の
言
説
を
丁
寧
に
分
析
し
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う

概
念
・
言
語
を
社
会
の
中
で
検
証
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
し

か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
全
体
を
描
き
出
す
に
は
、
今
後
よ
り
多

く
の
史
料
を
用
い
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
果
た
し
て
著

者
の
い
う
政
治
的
意
識
の
形
成
・
発
展
・
急
進
化
の
三
段
階
の
時
代

区
分
は
適
切
か
、
ま
た
意
識
の
言
説
が
見
ら
れ
た
空
間
に
つ
い
て
齟

齬
が
生
じ
な
い
か
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
防
衛
大
学
校
人
間
文
化
学
科
准
教
授
）


